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(57)【要約】
【課題】小型化を図る上で有利なカメラモジュールおよ
びその製造方法を提供する。
【解決手段】後スプリング３４の延在方向の端部を挟持
する後鏡筒２４の部分と前鏡筒２２の部分の外面は、そ
れら挟持する部分の周囲の箇所の外面２５よりも窪んで
凹部８２を形成している。後スプリング３４の延在方向
の端部は、周囲の箇所の外面２５の仮想延長面よりも内
側に偏位した箇所に位置している。後鏡筒２４は、前鏡
筒２２と反対に位置する後端面２４０２を有し、凹部８
２は、後端面２４０２に開放状に設けられている。後鏡
筒２４で構成される凹部８２の底面８２０２は、後端面
２４０２に向かうにつれて凹部８２の深さを次第に大き
くする傾斜面で形成されている。
【選択図】図４０
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　後鏡筒と、
　前記後鏡筒に組みつけられ前記後鏡筒と共に収容空間を形成する前鏡筒と、
　撮像光学系を保持し前記収容空間に収容されたレンズ保持部と、
　前記後鏡筒に支持され前記撮影光学系で導かれた被写体像を撮像する撮像素子と、
　前記レンズ保持部を前記撮像光学系の光軸に沿って移動可能に支持する案内機構と、
　前記レンズ保持部を前記撮像光学系の光軸に沿って移動させる駆動部とを備え、
　前記案内機構は、前記レンズ保持部を前記撮像素子側から前記撮影光学系側に付勢する
後スプリングと、前記レンズ保持部を前記撮影光学系側から前記撮像素子側に付勢する前
スプリングとを有し、
　前記後スプリングと前記前スプリングは、ばね板が帯状に延在して構成され、
　前記後スプリングと前記前スプリングの少なくとも一方のスプリングの延在方向の端部
は、前記前鏡筒と前記後鏡筒とで挟持されて配設され、
　前記スプリングの延在方向の端部を挟持する前記後鏡筒の部分と前記前鏡筒の部分の外
面は、それら挟持する部分の周囲の箇所の外面よりも窪んで凹部を形成しており、
　前記スプリングの延在方向の端部は、前記凹部内に位置し、かつ、前記周囲の箇所の外
面の仮想延長面よりも内側に偏位した箇所に位置している、
　カメラモジュール。
【請求項２】
　前記前鏡筒と前記後鏡筒とで挟持されて配設されるスプリングは後スプリングであり、
　前記後鏡筒は、前記前鏡筒と反対に位置する後端面を有し、
　前記凹部は、前記後端面に開放状に設けられている、
　請求項１記載のカメラモジュール。
【請求項３】
　前記後鏡筒で構成される前記凹部の底面は、前記後端面に向かうにつれて前記凹部の深
さを次第に大きくする傾斜面で形成されている、
　請求項２記載のカメラモジュール。
【請求項４】
　前記駆動部は、前記レンズ保持部に取着されたコイルと、前記撮像光学系の光軸に沿っ
た推力を前記コイルに発生させるマグネットとを含んで構成され、
　前記前鏡筒と前記後鏡筒とで挟持されて配設されるスプリングは、互いに分離され前記
コイルの両端にそれぞれ電気的に接続された２つのスプリング分割体で構成され、
　前記コイルに対する駆動電流の供給は前記２つのスプリング分割体を介してなされる、
　請求項１、２または３記載のカメラモジュール。
【請求項５】
　後鏡筒と、
　前記後鏡筒に組み付けられ前記後鏡筒と共に収容空間を形成する前鏡筒と、
　撮像光学系を保持し前記収容空間に収容されたレンズ保持部と、
　前記レンズ保持部を前記撮像光学系の光軸に沿って移動可能に支持する案内機構とを備
え、
　前記案内機構は、前記レンズ保持部を前記撮像素子側から前記撮影光学系側に付勢する
後スプリングと、前記レンズ保持部を前記撮影光学系側から前記撮像素子側に付勢する前
スプリングとを有し、
　前記後鏡筒は、前記前鏡筒と反対に位置する後端面を有し、
　前記前鏡筒は、前記後鏡筒と反対に位置する前端面を有するカメラモジュールの製造方
法であって、
　前記後スプリングと前記前スプリングのうちの一方のスプリングを、ばね板製の板材を
プレス加工することで矩形枠と一体にこの矩形枠の内側に帯状に延在して形成し、
　前記矩形枠寄りに位置する前記スプリングの延在方向の端部を、前記前鏡筒と前記後鏡
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筒とで挟持し、
　前記挟持する前記後鏡筒の部分と前記前鏡筒の部分の外面を、それら挟持する部分の周
囲の箇所の外面よりも窪んだ凹部に形成しておき、
　レーザーを前記凹部内に照射して前記スプリングと前記矩形枠とを切り離すようにした
、
　カメラモジュールの製造方法。
【請求項６】
　前記凹部を前記後端面側あるいは前記前端面側に開放状に形成しておき、
　レーザーを前記凹部内で前記開放された側に向けて照射する、
　請求項５記載のカメラモジュールの製造方法。
【請求項７】
　前記凹部の底面を、前記凹部が開放される側に向かうにつれて前記凹部の深さを次第に
大きくする傾斜面で形成しておく、
　請求項６記載のカメラモジュールの製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は例えば携帯用の電子機器などに組み込まれるカメラモジュールおよびその製造
方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、カメラモジュールが組み込まれた携帯電話機、あるいはＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａ
ｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ａｓｓｉｓｔａｎｔｓ）などの電子機器が提供されている。
　このようなカメラモジュールとして、後鏡筒と、前鏡筒と、撮像光学系を保持するレン
ズ保持部材と、撮像光学系によって導かれた被写体像を撮像する撮像素子と、レンズ保持
部を撮像光学系の光軸に沿って移動可能に支持する案内機構と、レンズ保持部を前記撮像
光学系の光軸に沿って移動させる駆動部とを備えるものが提供されている（特許文献１参
照）。
　このカメラモジュールでは、前記案内機構は、レンズ保持部を撮像素子側から撮影光学
系側に付勢する後スプリングと、レンズ保持部を撮影光学系側から撮像素子側に付勢する
前スプリングとを有している。
　そして、後スプリングの延在方向の端部は、前鏡筒と後鏡筒とで挟持されて配設されて
いる。
　後スプリングの組み付けは次のようになされる。
　すなわち、後スプリングと、この後スプリングの外周に枠状に延在する枠部と、枠部と
後スプリングとを接続する接続部とを含むスプリング部材をプレス加工により形成してお
く。
　次いで、スプリング部材を前鏡筒と後鏡筒とで挟持し、前鏡筒と後鏡筒の外方に位置す
る接続部の部分をレーザー光線によって切断し、スプリング部材から後スプリングを切り
離す。
【特許文献１】特開２００６－２２７１００
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上記従来のカメラモジュールでは、レーザー光線による接続部の切断に
際して、レーザー光線による前鏡筒と後鏡筒への加熱によるダメージを防止するために、
接続部の切断箇所と、前鏡筒および後鏡筒との間隔を確保する必要がある。
　そのため、接続部の切断箇所が前鏡筒および後鏡筒の輪郭から突出するため、カメラモ
ジュールの小型化を図り難い不利がある。
　本発明はこのような事情に鑑みなされたものであり、本発明の目的は、小型化を図る上
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で有利なカメラモジュールおよびその製造方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　上述の目的を達成するため、本発明のカメラモジュールは、後鏡筒と、前記後鏡筒に組
みつけられ前記後鏡筒と共に収容空間を形成する前鏡筒と、撮像光学系を保持し前記収容
空間に収容されたレンズ保持部と、前記後鏡筒に支持され前記撮影光学系で導かれた被写
体像を撮像する撮像素子と、前記レンズ保持部を前記撮像光学系の光軸に沿って移動可能
に支持する案内機構と、前記レンズ保持部を前記撮像光学系の光軸に沿って移動させる駆
動部とを備え、前記案内機構は、前記レンズ保持部を前記撮像素子側から前記撮影光学系
側に付勢する後スプリングと、前記レンズ保持部を前記撮影光学系側から前記撮像素子側
に付勢する前スプリングとを有し、前記後スプリングと前記前スプリングは、ばね板が帯
状に延在して構成され、前記後スプリングと前記前スプリングの少なくとも一方のスプリ
ングの延在方向の端部は、前記前鏡筒と前記後鏡筒とで挟持されて配設され、前記スプリ
ングの延在方向の端部を挟持する前記後鏡筒の部分と前記前鏡筒の部分の外面は、それら
挟持する部分の周囲の箇所の外面よりも窪んで凹部を形成しており、前記スプリングの延
在方向の端部は、前記凹部内に位置し、かつ、前記周囲の箇所の外面の仮想延長面よりも
内側に偏位した箇所に位置している。
　また本発明のカメラモジュールの製造方法は、後鏡筒と、前記後鏡筒に組み付けられ前
記後鏡筒と共に収容空間を形成する前鏡筒と、撮像光学系を保持し前記収容空間に収容さ
れたレンズ保持部と、前記レンズ保持部を前記撮像光学系の光軸に沿って移動可能に支持
する案内機構とを備え、前記案内機構は、前記レンズ保持部を前記撮像素子側から前記撮
影光学系側に付勢する後スプリングと、前記レンズ保持部を前記撮影光学系側から前記撮
像素子側に付勢する前スプリングとを有し、前記後鏡筒は、前記前鏡筒と反対に位置する
後端面を有し、前記前鏡筒は、前記後鏡筒と反対に位置する前端面を有するカメラモジュ
ールの製造方法であって、前記後スプリングと前記前スプリングのうちの一方のスプリン
グを、ばね板製の板材をプレス加工することで矩形枠と一体にこの矩形枠の内側に帯状に
延在して形成し、前記矩形枠寄りに位置する前記スプリングの延在方向の端部を、前記前
鏡筒と前記後鏡筒とで挟持し、前記挟持する前記後鏡筒の部分と前記前鏡筒の部分の外面
を、それら挟持する部分の周囲の箇所の外面よりも窪んだ凹部に形成しておき、レーザー
を前記凹部内に照射して前記スプリングと前記矩形枠とを切り離すようにした。
【発明の効果】
【０００５】
　本発明によれば、スプリングの延在方向の端部を挟持する後鏡筒の部分と前鏡筒の部分
の外面は、それら挟持する部分の周囲の箇所の外面よりも窪んで凹部を形成している。ま
た、スプリングの延在方向の端部は、凹部内に位置し、かつ、周囲の箇所の外面の仮想延
長面よりも内側に偏位した箇所に位置している。
　そのため、スプリングの延在方向の端部が凹部内に位置して前鏡筒および後鏡筒の輪郭
の内側に留まっている。
　したがって、カメラモジュールの外形寸法の小型化を図る上で有利となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００６】
　次に本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
　図１（Ａ）、（Ｂ）は本実施の形態に係るカメラモジュール２０が組み込まれた電子機
器の一例を示す外観図である。
　図１に示すように電子機器１０は携帯電話機であり、ヒンジ部１２によって揺動可能に
連結された第１、第２の筐体１４、１６を有している。
　第１の筐体１４の内面には液晶表示パネル１４０２が設けられ、第２の筐体１６の内面
にはテンキーや機能キーなどの操作スイッチ１６０２が設けられている。
　第１の筐体１４にカメラモジュール２０が設けられ、カメラモジュール２０で撮像した
画像は液晶表示パネル１４０２に表示される。
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　カメラモジュール２０は被写体像を捉える撮像光学系２８を有し、撮像光学系２８は、
第１の筐体１４に設けられた開口１４１０に臨んでいる。
【０００７】
　次に、本発明に係るカメラモジュール２０の構成について詳細に説明する。
　図２はカメラモジュール２０の組み立て説明図、図３はカメラモジュール２０の分解図
、図４は図３のＡＡ線断面図である。
　また、本実施の形態では、被写体側を前方、その反対側を後方として説明する。
　カメラモジュール２０は、図２に示すように、上記の撮像光学系２８に加えて、前鏡筒
２２と、後鏡筒２４と、カバー２６と、レンズ保持部材３０と、前スプリング３２と、後
スプリング３４と、撮像素子３６と、駆動部３８などを含んで構成されている。
【０００８】
　図５はカメラモジュール２０を前方から見た斜視図、図６はカメラモジュール２０を後
方から見た斜視図、図７は図５のＡ矢視図、図８は図５のＢ矢視図、図９は図５のＣ矢視
図、図１０は図５のＤ矢視図、図１１は図５のＥＥ線断面図である。
　なお、図５乃至図１１は、カメラモジュール２０から撮像素子３６を除いた状態を示す
。
　図１２は図５からカバー２６を取り外した状態を前方から見た示す斜視図、図１３は図
１２を後方から見た斜視図、図１４は図１２のＡ矢視図、図１５は図１２のＢ矢視図、図
１６は図１２のＣ矢視図、図１７は図１２のＤ矢視図である。
　図１８は図１２から前鏡筒２２を取り外した状態を前方から見た示す斜視図、図１９は
図１８を後方から見た斜視図、図２０は図１８のＡ矢視図、図２１は図１８のＣ矢視図、
図２２は図１８のＤ矢視図である。
　図２３は図１８からマグネット５０を取り外した状態を前方から見た示す斜視図、図２
４は図２３を後方から見た斜視図、図２５は図２３のＡ矢視図、図２６は図２３のＣ矢視
図、図２７は図２３のＤ矢視図である。
　図２８はカバー２６を前方から見た斜視図、図２９はカバー２６を後方から見た斜視図
、図３０は図２８のＡ矢視図である。
【０００９】
（前鏡筒２２）
　前鏡筒２２は、図１１に示すように、後鏡筒２４に組みつけられ後鏡筒２４と共に収容
空間Ｓを形成するものである。
　前鏡筒２２は合成樹脂材料を金型で成形することで形成されている。
　図３１はマグネット５０が前鏡筒２２の内側に挿入された状態を示す斜視図、図３２は
図３１のＡ矢視図である。
　図１２、図３１に示すように、前鏡筒２２は、前枠４０と、第１、第２、第３、第４側
壁４２Ａ乃至４２Ｄとを含んで構成されている。
　前枠４０は、平面視矩形枠状を呈し、互いに対向する２組の辺を有している。
　第１、第２側壁４２Ａ、４２Ｂは、前枠４０の互いに対向する１組の辺から後方に突設
され、第３、第４側壁４２Ｃ、４２Ｄは、前枠４０の互いに対向する残りの１組の辺から
後方に突設されている。
　第１、第２、第３、第４側壁４２Ａ乃至４２Ｄに、後方に開放状の矩形状の欠部４３が
それぞれ形成されている。
　図３１に示すように、前枠４０が４つの欠部４３に臨む箇所には、撮像光学系２８の光
軸と直交する同一平面上を延在するマグネット当て付け用の当接面４００２がそれぞれ形
成されている。
　第１、第２側壁４２Ａ、４２Ｂの内面の両側には、図３２に示すように、平面からなる
マグネット位置決め面４２０２がそれぞれ形成され、合計４つのマグネット位置決め面４
２０２が形成されている。
　図１２、図３１に示すように、第１、第２、第３、第４側壁４２Ａ乃至４２Ｄが後方に
臨む後端面は、後鏡筒２４への合わせ面４２１０として形成されている。



(6) JP 2010-2722 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

　本実施の形態では、各側壁４２Ａ乃至４２Ｄが欠部４３で切り離されていることから、
合わせ面４２１０は前枠４０の４つの角部に対応した４箇所に形成されている。
　４つの合わせ面４２１０には、図３１に示すように、それぞれ後述する後鏡筒２４のピ
ン４８（図１８）の径と長さよりも大きな形状を有しピン４８を収容する逃げ孔４２１２
が後方に開放状に形成されている。
　また、図３１、図３２に示すように、第１、第２側壁４２Ａ、４２Ｂの両側箇所に、前
後に延在する溝で形成された第１位置決め部４２２０がそれぞれ前後に開放状に形成され
ている。
　また、欠部４３に臨む第３、第４側壁４２Ｃ、４２Ｄの後部寄りの箇所に、互いに対向
して前後に延在する平行な平面で形成された第２位置決め部４２３０がそれぞれ形成され
ている。
【００１０】
（後鏡筒２４）
　後鏡筒２４は、図２、図１１、図１３、図１５に示すように、底壁４４と、開口４６と
を有している。
　底壁４４は、収容空間Ｓの前記光軸方向の後端を閉塞する矩形板状に形成され、したが
って、底壁４４の前面は図１１に示すように収容空間Ｓに臨んでいる。
　底壁４４は、図１８、図２０に示すように、互いに対向する２組の辺４４０２、４４０
４を有している。
　底壁４４の前面で、前鏡筒２２の合わせ面４２１０に対応した箇所は、合わせ面４４１
０として形成され、図１２に示すように、前鏡筒２２の合わせ面４０１０と、後鏡筒２４
の合わせ面４２１０はそれぞれ重ね合わされる。
　図１８、図２０に示すように、底壁４４の前面の２組の辺のうち一方の組の辺４４０２
には、前鏡筒２２の第１位置決め部４２２０に係合する凸部で形成された第３位置決め部
４４２０がそれぞれ設けられている。
　底壁４４の前面の２組の辺のうち他方の組の辺４４０４には、前鏡筒２２の第２位置部
４２３０に係合する面で形成された第４位置決め部４４３０がそれぞれ設けられている。
　さらに、図１８に示すように、底壁４４の前面の各辺４４０２、４４０４の中間部には
、マグネット５０の後端面５０１０（図１１）が載置される載置面４４４０が撮像光学系
２８の光軸と直交する方向に延在する同一平面上に延在するようにそれぞれ形成されてい
る。
　底壁４４の前面の２組の辺のうち他方の組の辺４４０４には、後スプリング３４を取り
付けるための２つのピン４８がそれぞれ突設されている。
　開口４６は、図１１、図１５に示すように、底壁４４の中央に形成され、矩形状を呈し
ている。
　本実施の形態では、開口４６は、撮像光学系２８を介して撮像素子３６に導かれる光線
を制限する固定絞りとして機能している。
　また、図１８、図２０に示すように、底壁４４の２組の辺のうちの他方の組の辺の中央
に、カバー２６を取り付けるための係合突起６０がそれぞれ突設されている。
　なお、図１１において符号４４５０は、後鏡筒２４の底壁４４の前面から前方に向かっ
て膨出形成された隔壁を示し、本実施の形態では、隔壁４４５０は、開口４６の周囲の全
周にわたって環状に延在している。
　この隔壁４４５０は、カメラモジュール２０を撮像光学系２８の光軸方向から見た状態
で、後述する後スプリング３４の接続片部７００２（図３３）とコイル５２の巻線の両端
５２０２とが半田付けされる半田付け箇所と、撮像光学系２８のうち、最も後方に位置す
るレンズのレンズ面２８０２との間を仕切るように設けられている。
　隔壁４４５０は、前記半田付け箇所から脱落したフラックスなどの塵埃がレンズ面２８
０２に移動することを阻止するため、前記塵埃のレンズ面２８０２への付着が効果的に防
止され、撮像素子３６によって撮像される画像の品質の確保が図られている。
　また、隔壁４４５０の外側で前記半田付け箇所に臨む底壁４４の前面の箇所には、後方
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に窪む凹部４４５２がそれぞれ形成されている。
　凹部４４５２は、前記半田付け箇所から脱落したフラックスなどの塵埃を収容するため
、前記塵埃のレンズ面２８０２への付着がより効果的に防止され、撮像素子３６によって
撮像される画像の品質の確保がより一層図られている。
【００１１】
（マグネット５０）
　駆動部３８は、図１１に示すように、マグネット５０とコイル５２を含んで構成されて
いる。
　マグネット５０は、撮像光学系２８の光軸を中心とする円周上に延在して設けられてお
り、本実施の形態では、マグネット５０は、図３１、図３２に示すように、同一形状の４
つのマグネット分割体５００２が円周方向に並べられることで構成されている。
　マグネット５０は、図１１に示すように、コイル５２の外周に臨んでおり、言い換える
と、マグネット５０はコイル５２に対向して配置されている。
　本実施の形態では、図１１、図３１、図３２に示すように、各マグネット分割体５００
２は、それらマグネット分割体５００２の磁束を効率よくコイル５２に導くためのヨーク
５４に取着され、このヨーク５４を介して前鏡筒２４に取着されている。
　したがって、マグネット５０はヨーク５４を含んで構成されている。
　詳細には、ヨーク５４は、図１１に示すように、前方に位置する環板状の前壁部５４０
２と、前面部５４０２の外周から後方に延在する円筒壁状の周壁部５４０４とを備えてい
る。
　各マグネット分割体５００２は、周壁部５４０４の内周面に周方向に並べられて取着さ
れている。
　したがって、ヨーク５４の前壁部５４０２によって、マグネット５０の前端面５０１０
が形成され、ヨーク５４の周壁部５４０４の外周面によって、マグネット５０の外周面５
０１１が形成され、各マグネット分割体５００２の後端面によってマグネット５０の後端
面５０１２が形成されている。
　前端面５０１０および後端面５０１２は、撮像光学系２８の光軸と直交する同一平面上
を延在するように構成されている。
【００１２】
（コイル５２）
　コイル５２は、図１８、図２０に示すように、巻線が撮像光学系２８の光軸を中心とす
る円周上に巻回されて形成され、その外径は、マグネット５０の内径よりも小さい寸法で
形成されている。
　コイル５２の後端面には、図２、図２３に示すように、平面視した場合、コイル５２と
略同じ輪郭を有し、かつ、光軸方向の寸法がコイル５２よりも小さい寸法で形成された環
状のコイルホルダ５６が取着されている。
　コイルホルダ５６は、図２３、図２５に示すように、１８０度位相を異ならせた対向す
る２箇所に軸部５６０２が半径方向外方に突設され、各軸部５６０２にコイル５２の巻線
の両端５２０２がそれぞれ巻回されている。
　図３３は、レンズ保持部材３０、後スプリング３４、コイル５２、コイルホルダ５６を
示す斜視図である。
　図３３に示すように、コイルホルダ５６の内周でコイルホルダ５６の周方向に間隔をお
いた複数箇所に取り付け部５６１０が突設されている。
　また、コイルホルダ５６の後面には、コイルホルダ５６の周方向に間隔をおいた複数箇
所にストッパ５６２０が突設されている。
　各ストッパ５６２０は、図１１に示すように、後鏡筒２４の底壁４４の前面の箇所に当
接することで、レンズ保持部材３０（撮像光学系２８）の光軸方向の後方限界位置（無限
遠方位置）を決定するものである。
【００１３】
（撮像素子３６）
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　撮像素子３６は、図４に示すように、パッケージ３６０２と、撮像素子チップ３６０４
と、カバーガラス３６０４などを含んで構成されている。
　パッケージ３６０２は、矩形板状を呈し、その前面に断面矩形状の収容空間が開放状に
形成されている。
　撮像素子チップ３６０４は、撮像光学系２８によって導かれる被写体像を撮像するもの
であり、撮像面を前方に臨ませて前記収容空間の底壁に取着されている。
　カバーガラス３６０４は、パッケージ３６０２の前面に取着され前記収容空間を封止す
るものである。
　撮像素子３６は、図３、図４に示すように、パッケージ３６０２の後面が矩形板状の基
板５８の前面に取着されている。
　後鏡筒２４の開口４６内に撮像素子チップ３６０４の撮像面を臨ませた状態で、パッケ
ージ３６０２の前面が後鏡筒２４の底壁４４の後面に取着され、したがって、撮像素子３
６は後鏡筒２４に設けられている。
【００１４】
（カバー２６）
　カバー２６は板金製であり、図２８、図２９、図３０に示すように、前面部２６０２と
、側面部２６０４とを備えている。
　前面部２６０２は矩形板状を呈し、前鏡筒２２の前面を覆うものである。
　前面部２６０２が撮像光学系２８に臨む箇所に開口２６０６が形成されている。
　側面部２６０４は前面部２６０２の４辺からそれぞれ屈曲形成され、前鏡筒２２および
後鏡筒２４の４つの側部を覆うものである。
　４つの側面部２６０４のうち対向する１組の側面部２６０４には、図５に示す後鏡筒２
４の各係合突起６０に係合する係合溝２６０８が設けられている。
　カバー２６の各係合溝２６０８が各係合突起６０に係合することで、図１１に示すよう
に、カバー２６の前面部２６０２と後鏡筒２４の底壁４４との間に前鏡筒２２が挟持され
、これにより前鏡筒２２と後鏡筒２４とが結合されている。
　また、前面部２６０２が前方に臨む前面と、この前面から各側面部２６０４が外方に臨
む外面のうち前面部２６０２寄りの部分は、光の反射を防止する反射防止部２６１０が形
成されている。
　反射防止部２６１０は、例えば、光の反射を防止する塗料が塗装されることで構成され
、前記塗料は例えば黒色の塗料など光の反射を防止できるものであればよい。
【００１５】
（レンズ保持部材３０）
　レンズ保持部材３０は、図１１に示すように、撮像光学系２８を保持して収容空間Ｓに
収容されている。
　レンズ保持部材３０は、図２３、図２５に示すように、筒部３００２と、筒部３００２
の前部を接続する環状の前部３００４とを有し、前部３００４の中央には開口３００６が
設けられている。
　撮像光学系２８は複数のレンズ群などを含んで構成され、筒部３００２の内部に収容さ
れ、開口３００６から前方を臨んでいる。
【００１６】
　前部３００４には、筒部３００２の外径よりも小さい外径の膨出壁部３００８が形成さ
れ、この膨出壁部３００８の周面は撮像光学系２８の光軸を中心とする円周上を延在する
円筒面３０１０を形成している。
　円筒面３０１０の外周に、周方向に等間隔をおいた４箇所に膨出壁部３００８よりも後
方に位置するように４つの前側スプリング当接面３０１２が形成されており、これら前側
スプリング当接面３０１２は前記光軸と直交する平面上を延在している。
　図３３に示すように、筒部３００２の後端面３０２０は、コイルホルダ５６の各取り付
け部５６１０に当接可能に設けられている。
【００１７】
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（前スプリング３２）
　前スプリング３２、後スプリング３４は、図１１に示すように、収容空間Ｓに配設され
レンズ保持部材３０を撮像光学系２８の前記光軸に沿って移動可能に支持する案内機構を
構成している。
　前スプリング３２は前鏡筒２２とレンズ保持部材３０の間に配設され、後スプリング３
４は後鏡筒２４とレンズ保持部材３０の間に配設されるものである。
　後スプリング３４と前スプリング３２は、導電性を有し厚さが薄く小さい幅のばね板が
帯状に延在して形成されている。
【００１８】
　図１４に示すように、前スプリング３２は、中央に撮像光学系２８の光路用の開口６２
が確保されるように形成されている。
　より詳細に説明すると、前スプリング３２は、内側に開口６２が形成された環板部６４
と、環板部６４の外周に接続された４つの支持片６６とを有し、前記光軸方向に弾性変形
可能に形成されている。
　前スプリング３２は、各支持片６６の延在方向の端部が前鏡筒２２の各周壁４２の前部
に取着され、開口６２に、レンズ保持部材３０の筒部３００２の膨出壁部３００８の円筒
面３０１０が挿通され、環板部６４がレンズ保持部材３０の４つの前側スプリング当接面
３０１２に当接されて前鏡筒２２とレンズ保持部材３０の間に配設されている。
　本実施の形態では、４つの支持片６６の延在方向の端部は前鏡筒２２の成形時に埋め込
まれるインサート成形によって各周壁４２の前部に取着されている。
【００１９】
（後スプリング３４）
　図３３に示すように、後スプリング３４は、中央に撮像光学系２８の光路用の開口６８
が確保されるように環状に形成されている。
　後スプリング３４は、互いに分離された同一形状の２つのスプリング分割体３４Ａで構
成されている。
　各スプリング分割体３４Ａは半円上を延在する円弧部７０を有している。
　各スプリング分割体３４Ａの円弧部７０は、コイルホルダ５６の後面５６２０に接着さ
れる。これにより２つの円弧部７０の内側に開口６８が形成されることになる。
　円弧部３４０４の外周には２つの支持片７２、７４が接続されており、支持片７２、７
４の延在方向の端部寄りの箇所にはそれぞれ孔７６が形成されている。
　したがって、図１８に示すように、各スプリング分割体３４Ａの４つの孔７６が後鏡筒
２４のピン４８に挿通され、支持片７２、７４の孔７６の周囲の部分が、図１０に示すよ
うに、前鏡筒２２の合わせ面４２１０と後鏡筒２４の合わせ面４４１０との間で挟持され
、これにより、後スプリング３４は、その延在方向の端部が前鏡筒２２と後鏡筒２４とで
挟持されて配設されている。
【００２０】
　さらに、図３３に示すように、スプリング分割体３４Ａの円弧部７０の中間部には、接
続片部７００２がそれぞれ形成され、各接続片部７００２には、コイルホルダ５６の２つ
の軸部５６０２に巻回されたコイル５２の巻線の両端５２０２が半田付けされる。
　また、各スプリング分割体３４Ａの２つの支持片７２、７４のうち一方の支持片７２の
先部はコイル５２の外方に延出された外部接続端子７８となっている。
　したがって、コイル５２は各スプリング分割体３４Ａを介して外部接続端子７８に電気
的に接続されている。
　各外部接続端子７８は、図３に示すように、前鏡筒２２の合わせ面４２１０と、後鏡筒
２４の合わせ面４４１０との間にそれぞれ挟持された状態で、後方に屈曲され、基板５８
に半田付けされるようになっている。
【００２１】
　したがって、図１１に示すように、コイル５２の巻線に、後スプリング３４の２つの外
部接続端子７８を介して駆動信号が供給されると、コイル５２から磁界が発生する。
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　そして、コイル５２によって発生する磁界と、マグネット５０の磁極から発生する磁界
との相互作用によってコイル５２に前記光軸方向への力（推力）が発生し、これにより、
前スプリング３２、後スプリング３４によって保持されたレンズ保持部材３０および撮像
光学系２８が前記光軸方向に移動し、撮像光学系２８によって撮像素子３６（撮像素子チ
ップ３６０４）の撮像面に結像される被写体像の合焦動作がなされる。
　したがって、マグネット５０とコイル５２によりレンズ保持部材３０を撮像光学系２８
の光軸に沿って移動させる駆動部３８が構成されることになる。
【００２２】
（スプリング部材８０）
　本実施の形態では、図２に示すように、後スプリング３４は、薄いばね板製の板材をプ
レス加工することにより矩形枠８００２と一体にこの矩形枠８００２の内側に帯状に延在
して形成されている。
　詳細に説明すると、プレス加工により矩形枠８００２と後スプリング３４とが一体とな
ったスプリング部材８０が設けられる。
　このスプリング部材８０は、後スプリング３４の延在方向の端部に接続され矩形枠状に
延在する矩形枠８００２と、矩形枠８００２の内周縁と外部接続端子７８とを接続する第
１接続部８００４と、矩形枠８００２の内周縁と支持片７４とを接続する第２接続部８０
０６とを含んで構成されている。
　本実施の形態では、後スプリング３４を含むスプリング部材８０を形成し、スプリング
部材８０を用いてカメラモジュール２０の組み立てを行い、組み立ての過程において、ス
プリング部材８０から後スプリング３４を切り離すことによって、組み立て時に後スプリ
ング３４に過大な力が作用することを防止している。
【００２３】
（凹部８２）
　図６、図８、図３８に示すように、後スプリング３４の延在方向の端部を挟持する後鏡
筒２４の部分と前鏡筒２２の部分の外面は、それら挟持する部分の周囲の箇所の外面２５
よりも窪んで凹部８２を形成している。
　図８、図３９、図４０に示すように、後スプリング３４の延在方向の端部は、周囲の箇
所の外面２５の仮想延長面よりも内側に偏位した箇所に位置している。
　後鏡筒２４は、前鏡筒２２と反対に位置する後端面２４０２（本実施の形態では底壁４
４の後面）を有し、凹部８２は、後端面２４０２に開放状に設けられている。
　後鏡筒２４で構成される凹部８２の底面８２０２は、後端面２４０２に向かうにつれて
凹部８２の深さを次第に大きくする傾斜面で形成されている。
【００２４】
（組み立て）
　次に、図２を参照してカメラモジュール２０の組み立て方法について説明する。
　まず、レンズ保持部３０に、コイルホルダ５６が取着されたコイル５２を組み付ける。
　すなわち、レンズ保持部材３０の筒部３００２の後端をコイル５２の前端からコイル５
２の内周に挿入し、図３３に示すように、筒部３００２の後端面３０２０にコイルホルダ
５６の各取り付け部５６１０を当て付けることで、レンズ保持部材３０の筒部３００２に
コイル５２を装着する。
　筒部３００２にコイル５２を装着したならば、調整治具を用いて、レンズ保持部材３０
とコイル５２とを、撮像光学系２８の光軸方向において、また、光軸と直交する面内にお
いて位置決めを行う。
　次いで、筒部３００２とコイル５２との間に接着剤を充填することによりレンズ保持部
材３０とコイル５２とを接着する。
　接着剤が硬化されることにより、コイル５２のレンズ保持部材３０への取り付けが完了
する。
　次いで、スプリング部材８０のうちの後スプリング２４をレンズ保持部材３０に取着し
、これにより、レンズ保持部材３０、スプリング部材８０、コイル５２、コイルホルダ５
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６が組み付けられた中間組み立て体Ｕ（図２）が構成される。
【００２５】
　後鏡筒２４に中間組み立て体Ｕを組み付ける。
　すなわち、後スプリング３４の各孔７６に後鏡筒２４の各ピン４８を挿通して中間組み
立て体Ｕを後鏡筒２４の上部に載置する。
　これにより、後鏡筒２４に対する中間組み立て体Ｕの撮像光学系２８の光軸と直交する
方向の位置決めがなされる。
【００２６】
　図３４は前鏡筒２２を後方から見たマグネット５０とマグネット位置決め面４２０２と
の位置関係を示す後面図、図３５はマグネット５０とマグネット位置決め面４２０２との
位置関係を示す斜視図、図３６は前鏡筒２２とマグネット５０と後鏡筒２４との組み立て
状態を前鏡筒２２の一部を破断して示す斜視図、図３７は図３６のＡ矢視図である。
　次に、図１１に示すように、中間組み立て体Ｕのコイル５２の外周に、ヨーク５４に取
着されたマグネット５０を被せ、図３６、図３７に示すように、マグネット５０の後端面
５０１２を後鏡筒２４の当接面４４４０上に載置する。
　次に、図１１、図３４乃至図３７に示すように、マグネット５０の外周面５０１１に前
鏡筒２２を被せて前鏡筒２２の当接面４００２をマグネット５０の前端面５０１０に当て
付ける。
　これにより、マグネット５０の外周面５０１１が前鏡筒２２のマグネット位置決め面４
２０２に当て付けられる。
　さらに、図１８、図３１に示すように、前鏡筒２２の第１位置決め部４２２０を後鏡筒
２４の第３位置決め部４４２０に係合させると共に、前鏡筒２２の第２位置部４２３０を
後鏡筒２４の第４位置決め部４４３０に係合させる。
　これにより、マグネット５０の撮像光学系２８の光軸方向および光軸方向と直交する方
向の双方の位置決めがなされる。
　この際、後スプリング３４の支持片７２、７４の孔７６の周囲の部分が、前鏡筒２２の
合わせ面４２１０と後鏡筒２４の合わせ面４４１０との間で挟持される。
　したがって、スプリング部材８０の矩形枠８００２と、第１接続部８００４と、外部接
続端子７８と、第２接続部８００６とが前鏡筒２２および後鏡筒２４の輪郭の外側に露出
した状態となる。
【００２７】
　次に、図５に示すように、カバー２６を前鏡筒２２の上に被せて、その係合溝２６０８
を後鏡筒２４の係合突起６０に係合させる。詳細には、カバー２６を前鏡筒２２の上に被
せて、カバー２６の上面部２６０２と後鏡筒２４の底壁４４との間に前鏡筒２２を挟持さ
せる。
　これにより前鏡筒２２と、中間組み立て体Ｕと、マグネット５０が組み込まれたヨーク
５４と、後鏡筒２４とが結合される。
【００２８】
　次に、後スプリング３４から矩形枠８００２を切り離す。
　図３８、図３９、図４０、図４１はスプリング部材８０の第２接続部８００６のレーザ
ー光線Ｌによる切断動作の説明図である。
　第１の接続部８００４の切断から説明する。
　レーザー光源２からのレーザー光線Ｌを、前鏡筒２２および後鏡筒２４の外面２５から
突出する第１接続部８００４の部分に向けて照射する。
　これにより、第１接続部８００４の部分がレーザー光線Ｌにより溶断され、矩形枠８０
０２と支持片７２とが切断される。
　第２接続部８００６の切断は次のように行う。
　図３８、図３９、図４０に示すように、前鏡筒２２および後鏡筒２４の外面２５の斜め
前方にレーザー光源２を位置させ、このレーザー光源２から凹部８２に位置する第２接続
部８００６に向けて斜めにレーザー光線Ｌを照射する。
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　より詳細には、レーザー光線Ｌを凹部８２内で凹部８２が開放された後鏡筒２４の後端
面２４０２側に向けて照射する。
　これにより、レーザー光線Ｌは、その一部が凹部８２の内側に位置した状態で凹部８２
に位置する第２接続部８００６に照射される。
　その結果、図４０、図４１に示すように、凹部８２に位置する第２接続部８００６の部
分がレーザー光線Ｌにより溶断され、矩形枠８００２と支持片７４とが切断される。
　このようにして第２接続部８００６が切断されることにより、図８に示すように、後ス
プリング３４の延在方向の端部、すなわち、支持片７４の端部は、凹部８２内に位置して
前鏡筒２２および後鏡筒２４の外面２５の仮想延長面よりも内側に偏位した箇所に位置し
ている。
　以上のようにしてスプリング部材８０から後スプリング３４が切り離される。
【００２９】
　スプリング部材８０から後スプリング３４が切り離されたならば、前鏡筒２２の合わせ
面４２１０と後鏡筒２４の合わせ面４４１０との間で挟持され前鏡筒２２および後鏡筒２
４の外方に突出した外部接続端子７８を、図３に示すように後方に屈曲させる。
　次いで、撮像素子３６を後鏡筒４４の底壁４４に取着し、各外部接続端子７８を基板５
８に半田付けすることによって、カメラモジュール２０が完成する。
【００３０】
（効果）
　以上説明したように、本実施の形態によれば、後スプリング３４の延在方向の端部を挟
持する後鏡筒２４の部分と前鏡筒２２の部分の外面２５は、それら挟持する部分の周囲の
箇所の外面２５よりも窪んで凹部８２を形成し、後スプリング３４の延在方向の端部は、
周囲の箇所の外面２５の仮想延長面よりも内側に偏位した箇所に位置している。
　したがって、後スプリング３４の延在方向の端部が前鏡筒２２および後鏡筒２４の輪郭
の内側に留まっているため、カメラモジュール２０の外形寸法の小型化を図る上で有利と
なり、ひいては、カメラモジュール２０を備える電子機器の小型化を図る上で有利となる
。
　また、本実施の形態では、凹部８２が後鏡筒２４の後端面２４０２に開放状に設けられ
ているため、レーザー光線Ｌを、後鏡筒２４の側面に対して斜め方向から照射でき、した
がって、後鏡筒２４と前鏡筒２２とで挟持された後スプリング３４の延在方向の端部を凹
部８２内の底面寄りの箇所に位置させることが可能となる。
　特に本実施の形態では、凹部８２の底面を、凹部８２が開放される側に向かうにつれて
凹部８２の深さを次第に大きくする傾斜面８２０２で形成したので、レーザー光線Ｌをよ
り斜め方向から照射でき、後鏡筒２４と前鏡筒２２とで挟持された後スプリング３４の延
在方向の端部を凹部８２内の底面寄りの箇所により近づけて位置させることが可能となる
。
　また、後鏡筒２４に形成する凹部８２は、上述のようにレーザー光線Ｌを斜め方向から
照射できる程度の大きさで足りるため、凹部８２の大きさを必要最低限の寸法で形成でき
、小型化を図りつつ、カメラモジュール２０の部品や部材の収容スペースを確保する上で
有利となる。
【００３１】
　また、本実施の形態では、後スプリング３４にレーザー光線Ｌを照射した場合について
説明したが、本発明は、前スプリング３２にレーザー光線Ｌを照射する場合にも無論適用
可能である。
　また、本実施の形態では、カメラモジュール２０が組み込まれる電子機器１０が携帯電
話機である場合について説明したが、本発明の撮像装置は、例えば、ＰＤＡ、ノート型パ
ーソナルコンピュータなどの携帯情報端末、あるいは、デジタルスチルカメラ、ビデオカ
メラなどの種々の電子機器に広く適用可能である。
　また、本実施の形態では、駆動部が、レンズ保持部に取着されたコイルと、鏡筒（前鏡
筒あるいは後鏡筒）に取着されたマグネットとで構成されたいわゆるムービングコイル方
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式である。
　そのため、後スプリング３４は、互いに分離され前記コイルの両端にそれぞれ電気的に
接続された２つのスプリング分割体で構成されている。
　したがって、本実施の形態によれば、スプリング部材８０により２つのスプリング分割
体３４が一体的に保持されているため、組み立て時において、支持片７２、７４の孔７６
に後鏡筒２４のピン４８を挿通するといった極めて簡単な作業により、各スプリング分割
体３４Ａを後鏡筒２４に対して精度良く位置決めすることができる。
　なお、本発明は、駆動部が、レンズ保持部に取着されたマグネットと、鏡筒（前鏡筒あ
るいは後鏡筒）に取着されたコイルとで構成されているいわゆるムービングマグネット方
式である場合にも無論適用可能である。
　また、本発明は、カメラモジュール以外の種々の電子デバイス、電気部品においてスプ
リングを切断する場合に広く適用可能であることは無論である。
【００３２】
　次に、後スプリング３４について説明する。
　図４２は後スプリング３４の平面図、図４３は後スプリング３４の要部拡大図、図４４
は図２５のＥＥ線断面図である。なお、説明の便宜上、図４４において撮像光学系２８、
レンズ保持部材３０の図示は省略している。
　次に、後スプリング３４の構成について詳細に説明する。
　後スプリング３４は、レンズ保持部３０を撮像光学系２８の光軸に沿って移動可能に支
持しており、レンズ保持部３０の周方向に間隔をおいて４つ設けられている。
　各後スプリング３４は、図４２、図４３に示すように、撮像光学系２８の光軸と直交す
る面内において互いに直交する方向にそれぞれ延在する第１アーム部８４と第２アーム部
８６とを含んで構成されている。
　第１、第２アーム部８４、８６は、厚さが薄く幅が小さい２つのばね板が、それらの厚
さ方向を光軸と平行する方向に向けて互いに平行に帯状に延在することで構成されている
。
　第１、第２アーム部８４、８６が直交する箇所から離れた第１、第２アーム部８４、８
６の延在方向の端部は、２つのばね板が、２つのばね板間の間隔Ｗよりも大きな寸法の直
径Ｄからなる円弧部８８で接続されている。
　第１、第２アーム部８４、８６が直交する箇所において第１、第２アーム部８４、８６
の各２つのばね板のうちの一方のばね板は互いに接続されている。
　第１、第２アーム部８４、８６が直交する箇所において第１アーム部８４の２つのばね
板のうちの他方のばね板の延在方向の他方の端部は、レンズ保持部３０の外周に沿って円
弧状に延在する被保持片９０として形成され、この被保持片９０はレンズ保持部３０に取
着される。この被保持片９０は上述の円弧部７０を構成している。
　図４２に示すように、第１、第２アーム部８４、８６が直交する箇所において第２アー
ム部８６の２つのばね板のうちの他方のばね板の延在方向の他方の端部９１は、鏡筒９２
に取着される。本実施の形態では、この他方の端部９１は孔７６が設けられた環状の支持
片７２、７４として形成され、鏡筒９２は、図２に示すように、光軸方向に分割可能な前
鏡筒２２と後鏡筒２４とで構成されている。
【００３３】
　そして、互いに隣接する２つの後スプリング３４の被保持片９０の延在方向の端部は接
続されている。このように被保持片９０が接続されることでスプリング分割体３４Ａが構
成されている。
　各後スプリング３４の第１アーム部８４は、撮像光学系２８の光軸と直交する面内にお
いて互いに直交するＸ軸方向とＹ軸方向のうちＸ軸方向に平行して設けられ、各後スプリ
ング３４の第２アーム部８６は、Ｙ軸方向に平行して設けられている。
【００３４】
　図４２に示すように、鏡筒９２は直方体状を呈し、レンズ保持部３０は円筒状を呈し、
レンズ保持部３０の外周面と鏡筒９２の角部との間に、前後に延在する三角柱状の空間Ｓ



(14) JP 2010-2722 A 2010.1.7

10

20

30

40

50

ｔが４つ設けられている。
　４つの後スプリング３４はそれぞれ空間Ｓｔに配設されている。
　各後スプリング３４はそれらの第１、第２アーム部８４、８６を鏡筒９２の角部の壁部
に平行させてそれぞれ配設されている。
【００３５】
　次に後スプリング３４の鏡筒９０への組み付けについて説明する。
　レンズ保持部３０に取着されたコイルホルダ５６の後面５６２０（図３３）に各後スプ
リング３４の被保持片９０（円弧部７０）が接着剤により接着され、したがって、各後ス
プリング３４の被保持片９０は、コイルホルダ５６を介してレンズ保持部３０に取着され
る。
　各後スプリング３４の端部９１（支持片７２、７４）の孔７６が後鏡筒２４のピン４８
にそれぞれ挿入され、端部９１が、図１０に示すように、前鏡筒２２の合わせ面４２１０
と後鏡筒２４の合わせ面４４１０との間で挟持され、これにより、各後スプリング３４の
他方の端部９１が鏡筒９２に取着される。
【００３６】
（レンズ保持部材３０のストッパ構造）
　次に、図２５、図４４を参照してレンズ保持部材３０のストッパ構造について説明する
。
　本実施の形態では、図２５に示すように、前記Ｘ軸は後鏡筒２４の対向する２組の辺の
うち一方の組の辺４４０２と平行する方向に延在し、前記Ｙ軸は後鏡筒２４の対向する２
組の辺のうち他方の組の辺４４０４と平行する方向に延在している。
【００３７】
　図２５、図４４に示すように、コイルホルダ５６の外周部で、２つの軸部５６０２とそ
れぞれ９０度位相を異ならせた２箇所に、ストッパ凸部５６３０がコイルホルダ５６の半
径方向外方にそれぞれ突設されている。したがって、２つのストッパ凸部５６３０は、コ
イルホルダ５６の外周部に１８０度位相を異ならせた箇所に位置している。
　本実施の形態では、２つのストッパ凸部５６３０は、コイルホルダ５６のＹ軸方向の両
側に位置している。
　各ストッパ凸部５６３０は、撮像光学２８の光軸およびＹ軸を含む平面と平行しかつＸ
軸方向において対向する２つの第１当接面５６３０Ａと、撮像光学系２８の光軸およびＸ
軸を含む平面と平行する１つの第２当接面５６３０Ａとを有している。
　一方、各ストッパ凸部５６３０に臨む後鏡筒２４の箇所には、ストッパ凸部５６３０に
対応するストッパ凹部２４１０がそれぞれ形成されている。
　ストッパ凹部２４１０は、各第１当接面５６３０ＡとＸ軸方向に間隔をおいて対向する
２つの第３当接面２４１０Ａと、第２当接面５６３０ＢとＹ軸方向に間隔をおいて対向す
る第４当接面２４１０Ｂとを有している。
　したがって、ストッパ凸部５６３０の第１当接面５６３０Ａがストッパ凹部２４１０の
第３当接面２４１０Ａに当接することで、コイルホルダ５６（レンズ保持部３０）のＸ軸
方向における移動限界位置が決定され、ストッパ凸部５６３０の第２当接面５６３０Ｂが
ストッパ凹部２４１０の第４当接面２４１０Ｂに当接することで、コイルホルダ５６（レ
ンズ保持部３０）のＹ軸方向における移動限界位置が決定される。
　これらレンズ保持部３０のＸ軸方向およびＹ軸方向の移動限界位置は、レンズ保持部３
０がそれら移動限界位置まで移動した場合に、後スプリング３４が永久変形を生じない範
囲に設定されている。
【００３８】
　上述の構成によれば、カメラモジュール２０が組み込まれた電子機器１０が床の上に落
下するなどして、カメラモジュール２０に撮像光学系２８の光軸と直交する方向の衝撃が
加わった場合、レンズ保持部３０は前記衝撃が加わった方向と反対方向に移動しようとす
る。
　この際、後スプリング３４の第１、第２アーム部８４、８６がレンズ保持部３０の移動
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に伴い弾性変形することで、レンズ保持部３０に加わる力を吸収、緩和する。
　言い換えると、本発明のカメラモジュールは、収容空間を形成する鏡筒と、撮像光学系
を保持し前記収容空間に収容されたレンズ保持部と、前記鏡筒に支持され前記撮影光学系
で導かれた被写体像を撮像する撮像素子と、前記レンズ保持部を前記撮像光学系の光軸に
沿って移動可能に支持する複数のスプリングとを有し、前記各スプリングは、前記撮像光
学系の光軸と直交する面内において互いに直交する方向にそれぞれ延在する第１アーム部
と第２アーム部とを含んで構成され、前記第１、第２アーム部は、２つのばね板が、それ
らの厚さ方向を前記光軸と平行する方向に向けて互いに平行に帯状に延在することで構成
され、前記第１、第２アーム部が直交する箇所から離れた前記第１、第２アーム部の延在
方向の端部は、前記２つのばね板が、前記２つのばね板間の間隔よりも大きな寸法の直径
からなる円弧部で接続され、前記第１、第２アーム部が直交する箇所において前記第１、
第２アーム部の各２つのばね板のうちの一方のばね板は互いに接続され、前記第１、第２
アーム部が直交する箇所において前記第１アーム部の２つのばね板のうちの他方のばね板
の延在方向の他方の端部は、前記レンズ保持部に取着され、前記第１、第２アーム部が直
交する箇所において前記第２アーム部の２つのばね板のうちの他方のばね板の延在方向の
他方の端部は、前記鏡筒に取着されている。
　ここで、第１アーム部８４はＸ軸方向に平行して設けられ、第２アーム部８６はＹ軸方
向に平行して設けられているため、言い換えると、第１、第２アーム部８４、８６の延在
方向が互いに直交しているため、レンズ保持部３０に対して光軸と直交する面内に沿って
作用する力であれば、第１、第２アーム部８４、８６の双方が同時に弾性変形することで
力を吸収、緩和する。
　したがって、第１、第２アーム部８４、８６の何れか一方に力が集中することがないた
め、後スプリング３４の耐久性の向上を図りつつ、後スプリング３４の小型化を図れ、ひ
いては、カメラモジュール２０の小型化を図る上で有利となる。
　なお、第１、第２アーム部８４、８６の延在方向が互いに直交していない場合は、光軸
と直交する方向の衝撃が加わった場合に、第１、第２アーム部８４、８６の何れか一方に
力が集中するおそれがあり、後スプリング３４の耐久性の向上を図る上で不利がある。
【００３９】
　また、レンズ保持部３０の外周面と鏡筒９２の角部との間に前後に延在する三角柱状の
４つの空間Ｓｔに後スプリング３４をそれぞれ配設したので、デッドスペースである各空
間Ｓｔを有効に利用でき、カメラモジュール２０の小型化を図る上でより一層有利となる
。
【００４０】
　次に、後スプリング３４の他の例について説明する。
　図４５は後スプリング３４が後鏡筒２４に組み付けられた斜視図、図４６は図４５のＡ
矢視図、図４７は後スプリング３４がレンズ保持部３０に取着された斜視図、図４８は後
スプリング３４の平面図、図４９は後スプリング３４の支持片の拡大平面図である。
【００４１】
　本例は、図４５乃至図４８に示すように、後スプリング３４の支持片７２、７４に孔７
６と同軸上で円弧状に延在する溝９４を孔７６の周方向に間隔をおいて複数設けたもので
ある。
　この場合、支持片７２、７４の部分のうち溝９４を除いた孔７６の外周に延在する環状
の部分を前鏡筒２２の合わせ面４２１０と後鏡筒２４の合わせ面４４１０との間で挟持す
ることで、各後スプリング３４が鏡筒９２に取着される。
　また、溝９４は、図４８に示すように、単一の円周に沿って形成してもよいし、あるい
は、図４９に示すように、半径が異なる２つ以上の円周に沿って形成してもよい。
　支持片７２、７４に溝９４を形成することにより、図４８、図４９に示すように、支持
片７２、７４に、撮像光学系２８の光軸と直交する方向に沿って弾性変形可能なばね部９
６が構成される。
　したがって、このような構成によれば、ばね部９６によっても撮像光学系２８の光軸と
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直交する方向における力を吸収、緩和することができるため、後スプリング３４の耐久性
の向上を図りつつ、後スプリング３４の小型化を図る上でより一層有利となる。
【００４２】
（カバー２６の取り付け構造）
　次にカバー２６の取り付け構造について説明する。
　図５０はカバー２６の鏡筒９２への取り付け動作を説明する斜視図、図５１は図５０の
ＡＡ線断面図、図５２はカバー２６の鏡筒９２への取り付け動作を説明する斜視図、図５
３は図５２のＡＡ線断面図、図５４はカバー２６の鏡筒９２への取り付け動作を説明する
斜視図、図５５は図５４のＡＡ線断面図、図５６はカバー２６の鏡筒９２への取り付け動
作を説明する斜視図、図５７は図５６のＡＡ線断面図、図５８はカバー２６の鏡筒９２へ
の取り付け動作を説明する斜視図、図５９は図５８のＡＡ線断面図、図６０（Ａ）は実施
の形態におけるカバー２６の断面図、（Ｂ）は比較例におけるカバー２６の断面図である
。
【００４３】
　上述のように、鏡筒９２には、撮像光学系２８を収容する収容空間Ｓ（図１１）が前後
に延在形成され、鏡筒９２は、図１２、図５０、図５１に示すように、矩形状の前面９２
０２と、前面９２０２の４辺から後方に延在する４つの側面９２０４を備えている。ここ
で後方とは撮像素子３６側であり、前方とは撮像素子３６から離れる被写体側である。
　鏡筒９２は、上述のように前鏡筒２２と、前鏡筒２２の後側に配置される後鏡筒２４と
で構成され、前面９２０２は前鏡筒２２に設けられ、各側面９２０４は前鏡筒２２と後鏡
筒２４にわたって設けられている。
　各側面９２０４には、前後に延在する凹部９２１０が設けられている。
　側面９２０４および凹部９２１０の底面９２１２が前面９２０２に交わる箇所に、前面
９２０２に近づくにつれて鏡筒９２の内側に変位する傾斜面９２１４が設けられている。
【００４４】
　そして、前鏡筒２２と後鏡筒２４とを組み付ける金属板または弾性を有する金属板から
なるカバー２６が設けられている。
　図２８乃至図３０、図５０、図５１に示すように、カバー２６は前面９２０２に当接す
る矩形状の前面部２６０２と、前面部２６０２の４辺から後方に延在し凹部９２１０に収
容されて凹部９２１０の底面９２１２に当接する弾性変形可能な脚片２６０４と、少なく
とも対向する１組の脚片２６０４に設けられた係合孔２６０８とを有している。
　本実施の形態では、脚片２６０４が上述した側面部２６０４を構成し、係合孔２６０８
が上述した係合溝２６０８を構成している。
　前面部２６０２には、上述した開口２６０６が形成され、開口２６０６により撮像光学
系２８（図１１）の光路が確保されている。
　図２９、図５０に示すように、係合孔２６０８が形成された脚片２６０４は、前面部２
６０２側に位置する前部２６４０と、後鏡筒２４の後端側に位置する後部２６４２とを有
している。
　係合孔２６０８は後部２６４２に設けられ、後部２６４２の幅は、前部２６４０の幅よ
りも大きな寸法で形成されている。
　なお、この係合孔２６０８が形成された脚片２６０４の形状に対応して、係合孔２６０
８が形成された脚片２６０４が収容される凹部９２１０は、図１２、図５０に示すように
、脚片２６０４の前部２６４０が収容される幅の前部９２４０と、この前部９２４０の幅
よりも大きく脚片２６０４の後部２６４２が収容される幅の後部９２４２とで形成されて
いる。
【００４５】
　図５０、図５１に示すように、後鏡筒２４に位置する凹部９２１０の底面９２１２に、
側面９２０４の高さ以下の高さを有し係合孔２６０８に係合可能な係合凸部６０が設けら
れている。本実施の形態では、係合凸部６０により上述した係合突起６０が構成されてい
る。
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　係合凸部６０よりも後鏡筒２４の後端寄りの底面９２１２箇所は、底面９２１２よりも
窪んだ収容凹部９２５０として形成されている。
　そして、係合孔２６０８よりも先端に位置する脚片２６０４の先端の箇所は、収容凹部
９２５０に収容されるように他の脚片２６０４箇所に対して窪んだ窪み片２６０４Ａとし
て形成されている。
　さらに、窪み片２６０４Ａの先端は他の脚片２６０４箇所と同じ高さまで屈曲され起立
された起立片２６０４Ｂとして形成されている。
　図５８、図５９に示すように、カバー２６の前面部２６０２が鏡筒９２の前面９２０２
に当接し、各脚片２６０４が凹部９２１０の底面９２１２に当接し、各係合孔２６０８に
係合凸部６０が係合した状態で前鏡筒２２と後鏡筒２４とは組み付けられた状態に保持さ
れる。
　この保持された状態で、図７、図８に示すように、カバー２６の各脚片２６０４は、側
面９２０４と同じ高さかあるいは側面９２０４よりも底面９２１２寄りに位置している。
【００４６】
　次にカバー２６の鏡筒９２への組み付けについて説明する。
　まず、図５０、図５１に示すように、カバー２６の各脚片２６０４を、鏡筒９２の前方
から各側面９２０４の凹部９２１０に挿入する。
　この際、係合孔２６０８が設けられた脚片２６０４の後部２６４２の後端、および、係
合孔２６０８が設けられていない脚片２６０４の後端は、それぞれ傾斜面９２１４に案内
されることにより鏡筒９２の外方に向かって変位する。
　したがって、係合孔２６０８が設けられた脚片２６０４の後部２６４２は、側面９２０
４に向けて円滑に案内され、係合孔２６０８が設けられていない脚片２６０４の後端は、
凹部９２１０の底面９２１２に向けて円滑に案内される。
　カバー２６の前面部２６０を鏡筒９２に向けて移動させると、図５２乃至図５５に示す
ように、係合孔２６０８が設けられた脚片２６０４の後部２６４２の両側は、凹部９２１
０の両側の側面９２０４に沿って凹部９２１０の後部９２４２に近接する方向に案内され
、係合孔２６０８が設けられていない脚片２６０４の後端は、凹部９２１０の底面９２１
２に沿って後方に案内される。
　カバー２６の移動により、図５６、図５７に示すように、係合孔２６０８が設けられた
脚片２６０４の後部２６４２の両側が凹部９２１０の両側の側面９２０４に沿って案内さ
れることで、係合孔２６０８が設けられた脚片２６０４の窪み片２６０４Ａは、係合凸部
６０の外側に変位しつつ後方に移動する。
　さらなるカバー２６の移動により、やがて、図５８、図５９に示すように、カバー２６
の前面部２６０２が鏡筒９２の前面９２０２に当接する。
　すると、係合孔２６０８が設けられた脚片２６０４の後部２６４２が凹部９２１０の後
部９２４２に収容され、窪み片２６０４Ａは収容凹部９２５０に収容され、係合孔２６０
８が係合部６０に係合し、脚片２６０４の前部２６４０が凹部９２１０の前部９２４０に
収容され、したがって、係合孔２６０８が設けられた脚片２６０４は、凹部９２１０の底
面９２１２に当接した状態となる。
　また、係合孔２６０８が設けられていない脚片２６０４は、凹部９２１０の底面９２１
２に当接し、かつ、脚片２６０４の後端が鏡筒９２の後端近傍箇所に位置した状態となる
。
　このようにしてカバー２６の各係合孔２６０８に鏡筒９２の係合凸部６０が係合するこ
とにより、前鏡筒２２と後鏡筒２４とが組み付けられた状態に保持される。
【００４７】
　以上の構成によれば、鏡筒９２の凹部９２１０の底面９２１２に側面９２０４の高さ以
下の高さを有しカバー２６の係合孔２６０８に係合可能な係合凸部６０が設けられ、各係
合孔２６０８に係合凸部６０が係合した状態で前鏡筒２２と後鏡筒２４とは組み付けられ
た状態に保持され、この保持された状態で、各脚片２６０４は、側面９２０４と同じ高さ
かあるいは側面９２０４よりも底面９２１０寄りに位置している。
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　言い換えると、本発明のカメラモジュールは、撮影光学系を収容する収容空間が前後に
延在形成された鏡筒を備え、前記鏡筒は、矩形状の前面と、前記前面の４辺から後方に延
在する４つの側面を備え、前記鏡筒は、前記前面を有する前鏡筒と、前記前鏡筒の後側に
配置される後鏡筒とで構成され、前記各側面には、前後に延在する凹部が設けられ、金属
板からなるカバーが設けられ、前記カバーは前記前面に当接する矩形状の前面部と、前記
前面部の４辺から後方に延在し前記凹部に収容されて凹部の底面に当接する弾性変形可能
な脚片と、少なくとも対向する１組の脚片に設けられた係合孔とを有し、前記凹部の底面
に前記側面の高さ以下の高さを有し前記係合孔に係合可能な係合凸部が設けられ、前記カ
バーの前記前面部が前記鏡筒の前面に当接し、各脚片が前記凹部に収容されて凹部の底面
に当接し、各係合孔に前記係合凸部が係合した状態で前記前鏡筒と前記後鏡筒とは組み付
けられた状態に保持され、この保持された状態で、前記カバーの各脚片は、前記側面と同
じ高さかあるいは前記側面よりも前記底面寄りに位置している。
　したがって、図７、図８に示すように、鏡筒９２の側面９２０４の輪郭の外側に突出す
る部分が無いため、すなわち、矩形の輪郭の外側に突出する箇所がないため、カメラモジ
ュール２０の占有スペースを縮小しつつ外形寸法の小型化を図る上で有利となり、ひいて
は、電子機器１０の小型化を図る上で有利となる。
【００４８】
　また、カバー２６の係合孔２６０８が形成された脚片２６０４の後部２６４２の幅が前
部２６４０の幅よりも大きな寸法で形成され、係合孔２６０８が形成された脚片２６０４
が収容される凹部９２１０は、脚片２６０４の前部２６４０が収容される幅の前部９２４
０と、この前部９２４０の幅よりも大きく脚片２６０４の後部２６４２が収容される幅の
後部９２４２とを有している。
　したがって、カバー２６を鏡筒９２に取着する際に、係合孔２６０８が形成された脚片
２６０４の後部２６４２を鏡筒９２の側面９２０４によって案内することで、すなわち、
後部２６４２の両側を凹部９２１０の前部９２４０の両側の側面９２０４で持ち上げつつ
後方に案内するので、円滑に脚片２６０４を凹部９４１０に収容させることができ、組み
立て性の向上を図る上で有利となることは無論のこと、組み立て時にカバー２６と鏡筒９
２との間で生じる摩擦を減らすことができ、したがって、摩擦によって鏡筒９２が削れて
生じた塵埃が撮像光学系２８や撮像素子３６に付着するなどして画質に影響を及ぼすこと
を防止する上でも有利となる。
　また、側面９２０４および凹部９２１０の底面９２１２が前面９２０４に交わる箇所に
、前面９２０４に近づくにつれて鏡筒９２の内側に変位する傾斜面９２１４が設けられて
いるため、カバー２６の組み付け時に、脚片２６０４の後端が傾斜面９２１４により円滑
に案内されるため、組み立て性の向上を図る上でより有利となることは無論のこと、上記
と同様に組み立て時にカバー２６と鏡筒９２との間で生じる摩擦を減らすことで画質の劣
化を防止する上でもより有利となる。
【００４９】
　また、図１１、図２８乃至図３０、図５０、図５１、図６０（Ａ）に示すように、後鏡
筒２４と前鏡筒２４とがカバー２６により組みつけられた状態で、前面部２６０２が前面
９２０２に当接する面と反対の面の全域から、脚片２６０４が底面２６１２に当接する面
と反対の面で前面部２６０２寄りの箇所にわたり、光の反射を防止する塗装２６１２が施
されている。
　すなわち、塗装２６１２によって光の反射を防止する反射防止部２６１０が形成されて
いる。
　仮に、このような塗装２６１２が施されていないと、図１に示すように、カメラモジュ
ール２０が電子機器１０の第１の鏡筒１４に組み込まれている場合、カバー２６の前面部
２６０２が、第１の筐体１４の開口１４１０を介して視認された際の美観性が確保できな
い。
　また、開口１４１０から進入した外光が、前面部２６０２と筐体の内面との間で（ある
いは前面部２６０２と開口１４１０に設けられた透明板との間で）反射して撮像光学系２
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８に入り、撮像素子３６で撮像される画像の品質に悪影響を及ぼす不都合がある。
　そこで、カバー２６に塗装２６１２を施して反射防止部２６１０を形成することにより
、美観性を確保し、また、画像品質の向上が図られている。
　このような美観性および画質の確保を図る上では、図６０（Ｂ）に示すように、前面部
２６０２の前面にのみ塗装２６１２を施して反射防止部２６１０を形成し、脚片２６０４
には反射防止部２６１０を形成しないことも考えられる。
　しかしながら、多くの場合、カメラモジュール２０を取り扱う際に、カバー２６の前面
部２６０２の全体を覆うように弱い粘着力を有する保護シートを貼り付ける。
　塗装２６１２のうち、前面部２６０２と脚片２６０４との境目の部分に（前面部２６０
２と脚片２６０４とを接続する屈曲部分に）位置する縁部２６１４は、他の部分に比較し
て剥がれやすいため、保護シートを剥がす際に、縁部２６１４から塗装２６１２が部分的
に剥がれるおそれがある。
　そこで、本実施の形態では、図６０（Ａ）に示すように、前面部２６０２が前面９２０
２に当接する面と反対の面の全域から、脚片２６０４が底面２６１２に当接する面と反対
の面で前面部２６０２寄りの箇所にわたり塗装２６１２を施したので、前面部２６０２か
ら保護シートを剥がす際に塗装２６１２が剥がれることを防止する上で有利となる。
【００５０】
　なお、図３、図４に示すように、係合孔２６０８が設けられていない脚片２６０４を、
後鏡筒２４の後端からさらに後方に延在して基板５８に半田付けするようにしてもよい。
この基板５８は、上述したように後鏡筒２６の後端に配置され、撮像光学系２８により導
かれる被写体像を撮像する撮像素子３６が搭載された基板５８である。
　また、図４に示すように、係合孔２６０８が設けられていない脚片２６０４を、マグネ
ット５０に接触させて配置してもよい。このマグネット５０は、上述したようにレンズ保
持部３０を移動させる駆動部を構成するマグネット５０である。
　このように構成すると、基板５８および撮像素子３６で発生した熱は、脚片２６０４か
らカバー２６に伝導され、また、コイル３０からマグネット５０に伝導された熱は、脚片
２６０４からカバー２６に伝導され、したがって、カバー２６を介して放熱がなされる。
　したがって、カバー２６により撮像素子３６、基板５８、マグネット５０、コイル５２
が効率的に冷却され、撮像素子３６、基板５８、駆動部３８の動作の安定化を図る上で有
利となる。
【００５１】
　なお、駆動部が、レンズ保持部に取着されたコイルと、鏡筒に取着されたマグネットと
で構成されたいわゆるムービングコイル方式である場合について説明した。
　しかしながら、駆動部が、レンズ保持部に取着されたマグネットと、鏡筒に取着された
コイルとで構成されているいわゆるムービングマグネット方式である場合にも無論適用可
能である。
【図面の簡単な説明】
【００５２】
【図１】（Ａ）、（Ｂ）は本実施の形態に係るカメラモジュール２０が組み込まれた電子
機器の一例を示す外観図である。
【図２】カメラモジュール２０の組み立て説明図である。
【図３】カメラモジュール２０の分解図である。
【図４】図３のＡＡ線断面図である。
【図５】カメラモジュール２０を前方から見た斜視図である。
【図６】カメラモジュール２０を後方から見た斜視図である。
【図７】図５のＡ矢視図である。
【図８】図５のＢ矢視図である。
【図９】図５のＣ矢視図である。
【図１０】図５のＤ矢視図である。
【図１１】図５のＥＥ線断面図である。
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【図１２】図５からカバー２６を取り外した状態を前方から見た示す斜視図である。
【図１３】図１２を後方から見た斜視図である。
【図１４】図１２のＡ矢視図である。
【図１５】図１２のＢ矢視図である。
【図１６】図１２のＣ矢視図である。
【図１７】図１２のＤ矢視図である。
【図１８】図１２から前鏡筒２２を取り外した状態を前方から見た示す斜視図である。
【図１９】図１８を後方から見た斜視図である。
【図２０】図１８のＡ矢視図である。
【図２１】図１８のＣ矢視図である。
【図２２】図１８のＤ矢視図である。
【図２３】図１８からマグネット５０を取り外した状態を前方から見た示す斜視図である
。
【図２４】図２３を後方から見た斜視図である。
【図２５】図２３のＡ矢視図である。
【図２６】図２３のＣ矢視図である。
【図２７】図２３のＤ矢視図である。
【図２８】カバー２６を前方から見た斜視図である。
【図２９】カバー２６を後方から見た斜視図である。
【図３０】図２８のＡ矢視図である。
【図３１】マグネット５０が前鏡筒２２の内側に挿入された状態を示す斜視図である。
【図３２】図３１のＡ矢視図である。
【図３３】レンズ保持部材３０、後スプリング３４、コイル５２、コイルホルダ５６を示
す斜視図である。
【図３４】前鏡筒２２を後方から見たマグネット５０とマグネット位置決め面４２０２と
の位置関係を示す後面図である。
【図３５】マグネット５０とマグネット位置決め面４２０２との位置関係を示す斜視図で
ある。
【図３６】前鏡筒２２とマグネット５０と後鏡筒２４との組み立て状態を前鏡筒２２の一
部を破断して示す斜視図である。
【図３７】図３６のＡ矢視図である。
【図３８】スプリング部材８０の第２接続部８００６のレーザー光線Ｌによる切断動作の
説明図である。
【図３９】スプリング部材８０の第２接続部８００６のレーザー光線Ｌによる切断動作の
説明図である。
【図４０】スプリング部材８０の第２接続部８００６のレーザー光線Ｌによる切断動作の
説明図である。
【図４１】スプリング部材８０の第２接続部８００６のレーザー光線Ｌによる切断動作の
説明図である。
【図４２】後スプリング３４の平面図である。
【図４３】後スプリング３４の要部拡大図である。
【図４４】図２５のＥＥ線断面図である。
【図４５】第後スプリング３４が後鏡筒２４に組み付けられた斜視図である。
【図４６】図４５のＡ矢視図である。
【図４７】後スプリング３４がレンズ保持部３０に取着された斜視図である。
【図４８】後スプリング３４の平面図である。
【図４９】後スプリング３４の支持片の拡大平面図である。
【図５０】カバー２６の鏡筒９２への取り付け動作を説明する斜視図である。
【図５１】図５０のＡＡ線断面図である。
【図５２】カバー２６の鏡筒９２への取り付け動作を説明する斜視図である。
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【図５３】図５２のＡＡ線断面図である。
【図５４】カバー２６の鏡筒９２への取り付け動作を説明する斜視図である。
【図５５】図５４のＡＡ線断面図である。
【図５６】カバー２６の鏡筒９２への取り付け動作を説明する斜視図である。
【図５７】図５６のＡＡ線断面図である。
【図５８】カバー２６の鏡筒９２への取り付け動作を説明する斜視図である。
【図５９】図５８のＡＡ線断面図である。
【図６０】（Ａ）は実施の形態におけるカバー２６の断面図、（Ｂ）は比較例におけるカ
バー２６の断面図である。
【符号の説明】
【００５３】
　２０……カメラモジュール、２２……前鏡筒、２４……後鏡筒、２５……外面、２８…
…撮像光学系、３０……レンズ保持部材、３２……前スプリング、３４……後スプリング
、３６……撮像素子、３８……駆動部、８２……凹部。

【図１】 【図２】
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